
稲　　　丘　　　時　　　報　(1)　第８４号 令和２年２月１０日　

母
校
開
校
一
〇
〇
周
年

母
校
開
校
一
〇
〇
周
年
をを

迎
え
る
に
当
っ
て

迎
え
る
に
当
っ
て　

同
窓
会
長

同
窓
会
長　

関

島

伸

関　

島　

伸　

喜喜
（（
高高　

回
卒
）

回
卒
）

１３１３

記
念
事
業
の
進
捗

記
念
事
業
の
進
捗
とと

新
た
な
教
育
方
針

新
た
な
教
育
方
針　
　

学
校
長

学
校
長　

村村　

澤澤　

博博
富
美
富
美

発 行 者
長野県下伊那農業高校
同 窓 会
TEL（22）5 5 5 0
FAX（53）0 3 3 9   
編集・発行

同 窓 会 幹 事 会
印刷　龍共印刷

発　行

令和２年

２月10日

第8４号

　

同
窓
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
事
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
開
校
以
来
百
年
目
と

い
う
節
目
の
年
度
を
迎
え
ま
す
。

　

一
世
紀
と
い
う
長
い
年
月
を

経
て
、
更
に
引
き
続
き
地
域
と

共
に
歩
み
続
け
る
母
校
下
伊
那

農
業
高
等
学
校
に
、
同
窓
生
一

同
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

か
ね
て
よ
り
百
周
年
を
記
念

す
る
事
業
の
進
捗
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
報
告
申
し
上
げ
て
き

て
い
る
処
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
四
月
に
は
当
該
年
度

を
迎
え
、
実
行
実
現
の
運
び
と

な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

同
窓
生
を
は
じ
め
多
く
の
関

係
者
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力

を
仰
ぎ
、
七
千
万
円
余
の
寄
附

金
を
頂
き
、
そ
れ
を
以
て
各
事

業
を
遂
行
し
て
参
り
ま
す
。

　

在
校
生
の
使
用
を
中
心
に
同

窓
生
も
、地
域
の
方
々
も
利
用
で

き
る
学
習
研
修
棟
の
建
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、既
に
着
工−

六

月
に
は
竣
工
の
予
定
で
す
。農

業
、農
村
は
幾
多
の
苦
難
と
変
遷

を
経
て
来
ま
し
た
が
、再
び
新

農
業
の
未
来
が
大
き
く
開
か
れ

よ
う
と
す
る
時
代
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。若
き
後
輩
た
ち
が
こ

こ
で
意
欲
的
に
学
び
、地
域
に

巣
立
っ
て
行
く
有
効
な
施
設
に

な
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
記
念
誌
編
纂
も
関
係
者

の
精
力
的
な
努
力
の
も
と
で
、

着
々
と
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
創
立

百
周
年
記
念
事
業
に
対
し
ま
し

て
、
物
心
両
面
か
ら
厚
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
本
年
度
は
、
各
部

の
計
画
が
具
体
的
に
進
捗
し
、

機
運
が
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
昨
年
十
月
上
旬
か
ら
は
、

地
域
に
Ｐ
Ｒ
す
る
目
的
で
横
断

幕
を
設
置
し
、
地
元
新
聞
に
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
県
で
は
第
二

期
再
編
と
学
び
の
改
革
の
推
進
、

さ
ら
に
新
学
習
指
導
要
領
へ
の

移
行
も
重
な
り
、
各
高
校
が
三

つ
の
教
育
方
針
と
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
策
定
・
公
表
し
、
魅

力
あ
る
質
の
高
い
教
育
を
展
開

す
べ
く
動
い
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
も
、
百
年
の
節
目
と

時
を
同
じ
く
し
て
、
今
ま
で
の

農
業
教
育
の
成
果
を
振
り
返
り
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
た
め

の
教
育
方
針
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
学
校
評
議
員
の

ご
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

新
し
い
教
育
方
針
を
、
次
の
と

お
り
決
め
ま
し
た
。
教
育
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、『
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
い
の
ち
の
教
育
』
で
す
。

生
徒
育
成
方
針
は
、
①
「
い
の

ち
に
触
れ
、
い
の
ち
を
育
み
、

一
月
下
旬
に
は
、
施
工
業
者
神

稲
建
設
様
、
実
行
委
員
、
校
友

会
生
徒
、
職
員
が
参
加
し
、
農

業
学
習
施
設
の
起
工
式
を
執
り

行
い
、
同
窓
生
の
皆
様
の
母
校

に
寄
せ
る
熱
い
想
い
が
、
後
世

に
残
る
目
に
見
え
る
形
と
し
て

動
き
始
め
ま
し
た
。

　

実
施
年
度
の
今
年
は
、
四
月

に
開
校
記
念
行
事
、
六
月
に
農

業
学
習
施
設
完
成
、
十
月
十
日

に
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
（
医

師
作
家
：
鎌
田
實
さ
ん
）・
祝

賀
会
、稲
丘
祭
記
念
講
演
会（
三

四
六
さ
ん
）、
そ
の
他
に
も
、

百
周
年
記
念
碑
の
建
立
、
新
規

校
名
板
の
設
置
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
関
心
を
お
寄
せ
い

り
ま
す
。
既
に
物
故
会
員
と
な

ら
れ
た
方
々
も
含
め
、
一
万
九

千
余
名
に
成
ら
ん
と
す
る
卒
業

生
、
学
校
、
先
生
方
、
ま
た
地

域
の
皆
様
と
共
に
築
き
上
げ
て

き
た
母
校
の
歴
史
の
集
大
成
と

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

十
月
十
日
に
は
記
念
式
典
と

共
に
、
中
国
交
流
三
十
周
年
を

祝
う
行
事
も
組
み
込
み
、
さ
ら

に
記
念
講
演
、
そ
し
て
祝
賀
会

と
、
記
念
事
業
の
主
た
る
行
事

と
位
置
づ
け
て
計
画
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

創
立
来
、
毎
年
の
卒
業
生
の

石
垣
が
百
年
に
わ
た
っ
て
積
み

上
げ
ら
れ
、
下
農
の
城
を
支
え

て
お
り
ま
す
。
在
校
生
の
皆
さ

ん
に
は
是
非
そ
の
重
み
を
感
じ
、

共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
ほ

し
い
と
願
う
と
同
時
に
、
新
し

い
下
農
の
「
礎
」
と
な
る
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と
、

同
窓
生
一
同
大
き
な
期
待
を
寄

せ
る
処
で
あ
り
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
方
の
尚
一
層

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
ご
健
勝
で

更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
申
し
上

げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

い
の
ち
に
学
ぶ
」
教
育
を
通
し

て
、
豊
か
な
感
性
と
人
間
性
を

育
み
、
生
き
る
力
を
も
つ
生
徒

を
育
成
す
る
。
②
「
農
業
を
学

ぶ
」「
農
業
で
学
ぶ
」
こ
と
を
通

し
て
、
思
考
力
・
創
造
力
・
活

用
力
を
培
う
と
と
も
に
、
実
践

的
な
課
題
解
決
力
を
育
み
、
未

来
に
向
け
、
学
び
続
け
る
姿
勢

を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
。
③

地
域
の
農
業
高
校
と
し
て
、
農

業
各
分
野
の
未
来
を
担
う
人
材

と
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
育

成
す
る
。
の
三
つ
と
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
教
育
課
程
編
成
・

実
施
方
針
と
生
徒
募
集
方
針
は

省
略
し
ま
す
が
、
開
学
以
来
の

「
質
実
・
剛
健
」「
誠
実
・
堪
能
」

「
積
極
・
真
摯
」
の
校
訓
を
堅
持

し
、
こ
れ
か
ら
も
有
為
な
地
域

人
材
の
育
成
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
の
教

育
的
意
義
や
、
心
の
教
育
を
含

め
た
豊
か
な
人
間
形
成
の
場
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
今
後

も
教
育
の
動
き
に
注
視
し
、
社

会
や
技
術
の
進
歩
に
柔
軟
に
対

応
し
な
が
ら
、
下
農
と
し
て
の

真
価
を
磨
き
、
持
続
可
能
な
あ

り
方
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
同
窓
生
の
皆

様
か
ら
愛
さ
れ
る
母
校
と
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
か
ら
親

し
ま
れ
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

学
校
で
あ
り
た
い
続
け
た
い
と

願
い
つ
つ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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梅
雨
入
り
し
雨
が
心
配
で
し

た
が
朝
に
は
止
ん
だ
空
の
も
と

四
十
一
名
の
参
加
を
い
た
だ
き

今
年
も
松
川
清
流
苑
に
て
第
十

四
回
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で

は
前
回
優
勝
の
十
七
回
卒
松
重

み
ゆ
き
さ
ん
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
返

還
や
競
技
の
説
明
、
組
み
合
わ

せ
発
表
後
始
ま
り
ま
し
た
。

　

飛
び
交
う
虫
を
払
い
な
が
ら

コ
ー
ス
を
回
り
始
め
る
と
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
歓
声
が
聞
こ

え
坂
上
の
カ
ッ
プ
で
は
悪
戦
苦

闘
何
回
打
っ
た
の
か
忘
れ
る
場

面
も
、
笑
い
声
が
絶
え
る
こ
と

な
く
日
頃
の
忙
し
さ
か
ら
開
放

さ
れ
身
も
心
も
心
地
よ
い
二
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
レ
イ
後
に
は
松
川
青
年
の

家
で
の
昼
食
そ
し
て
気
に
な
る

成
績
発
表
、
今
年
は
二
十
三
回

卒
田
中
啓
子
さ
ん
が
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。
生
徒
さ
ん
が
栽
培
し

た
野
菜
や
加
工
食
品
を
参
加
賞

と
し
て
い
た
だ
き
、
来
年
も
と

約
束
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
二
月
の
総
会
、
行
事
に

は
約
三
十
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
今
年
は
下
農
吹
奏
班
に
よ
る

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
聞
く
事
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
の
活
動
と

し
て
は
創
立
百
周
年
の
記
念
行

事
に
向
け
て
余
興（
ベ
ル
・
合
唱
）

の
練
習
中
で
す
。こ
れ
か
ら
で

も
参
加
で
き
る
方
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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稲
穂
会
マ
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ト
ゴ
ル
フ
大

稲
穂
会
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会会

稲
穂
会
会
長

稲
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会
会
長　
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去
る
六
月
二
十
六
日
に
第
二

十
八
回
同
窓
会
親
善
ゴ
ル
フ
大

会
が
、
晴
天
の
中
、
下
條
村
の

飯
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、

二
百
十
六
名
の
参
加
に
よ
り
、

早
朝
六
時
三
十
分
ス
タ
ー
ト
で

始
ま
り
、
予
定
通
り
夕
方
五
時

前
に
無
事
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
が
出

来
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
東
京
支
会
か
ら

も
多
く
の
皆
様
が
参
加
し
て
く

だ
さ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
世
代
を
超
え

た
相
互
の
交
流
と
親
睦
、
支
会

の
団
結
が
図
ら
れ
る
、
同
窓
会

事
業
の
中
で
も
大
切
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

夕
方
五
時
よ
り
、
予
定
通
り

珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
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第
二
十
八
回
同
窓
会
親

第
二
十
八
回
同
窓
会
親
善善

ゴ
ル
フ
大
会
を
終
え
て

ゴ
ル
フ
大
会
を
終
え
て　

ゴ
ル
フ
大
会
事
務
局

ゴ
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フ
大
会
事
務
局
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高
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保
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表
彰
式
を
行
い
全
員
で
旧
校
歌

を
歌
い
始
ま
り
、
関
島
同
窓
会

会
長
よ
り
、
来
年
は
、
母
校
の

百
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
の

説
明
と
、
皆
様
方
か
ら
の
多
大

な
寄
付
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
る
と
の
言
葉
が
あ
り
、
記

念
式
典
に
は
多
く
の
皆
様
に
出

席
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

横
前
実
行
委
員
長
よ
り
多
く
の

皆
様
に
参
加
い
た
だ
い
た
お
礼

の
挨
拶
の
後
、
表
彰
式
に
入
り

優
勝
者
の
発
表
、
支
会
優
勝
等

を
無
事
お
え
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
毎

回
学
校
長
も
駆
け
付

け
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

金
の
贈
呈
を
行
い
、

学
校
長
よ
り
、
母
校

に
対
し
様
々
な
形
で

ご
協
力
を
頂
き
感
謝

い
た
し
ま
す
と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
同
窓
会

親
善
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

盛
大
に
で
き
ま
す
よ

う
に
関
係
の
皆
様
方

の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

下農同窓会親善ゴルフ大会成績

支会対抗の部

（２年連続）神稲・河野支会優　勝

山本支会準優勝

竜丘支会３　位

下久堅支会４　位

喬木支会５　位

個人の部（敬称略）

下久堅支会２３回卒桐生　文彦優　勝

下條支会２４回卒川上　勝彦準優勝

東京支会２１回卒福澤　省三３　位

山本支会２５回卒古川　啓二４　位

山本支会４１回卒恩田　裕二５　位

竜丘支会１５回卒下平　吾郎６　位

喬木支会３９回卒市瀬　久夫７　位

大下条支会２２回卒前沢　保人８　位

喬木支会３８回卒吉川　　守９　位

上郷支会１８回卒北原　誠治１０　位

　

事
務
局
が
把
握
し
て
お
り
ま

す
支
会
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
本
年
度
も
創
立
百
周

年
記
念
事
業
に
関
す
る
議
題
が

大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
よ
り
多
く
の
会
員
が
参

加
で
き
る
よ
う
諸
行
事
を
取
り

入
れ
る
な
ど
工
夫
を
こ
ら
す
支

会
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

市
役
所
支
会　

三
月
八
日

　

伊
賀
良
支
会　

四
月
十
六
日

　

千
代
支
会　

六
月
一
日

　

東
京
支
会　

六
月
八
日

　

下
久
堅
支
会　

六
月
十
六
日

　

山
本
支
会　

六
月
十
六
日

　

中
川
支
会　

六
月
二
十
一
日

　

座
光
寺
支
会　

六
月
二
十
二
日

　

上
郷
支
会　

七
月
十
五
日

　

神
稲
支
会　

七
月
二
十
一
日

　

生
田
支
会　

九
月
二
十
八
日

　

喬
木
支
会　

十
一
月
二
十
三
日

　

事
務
局
に
は
、
支
会
担
当
の

校
内
幹
事
が
お
り
ま
す
。
支
会

よ
り
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

次
年
度
東
京
支
会
（
関
東
稲

丘
会
）
が
、
九
月
五
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
創
立
百
周

年
記
念
事
業
の
一
環
に
位
置
付

け
借
り
上
げ
車
両
を
用
意
し
、

学
校
関
係
者
も
含
め
同
窓
生
の

皆
様
に
も
広
く
呼
び
か
け
を
行

い
ま
す
の
で
、
地
元
の
支
会
総

会
と
は
大
き
く
異
な
る
三
部
構

成
の
支
会
総
会
に
ご
参
加
い
た

だ
き
た
く
ご
案
内
致
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
の 
支
会
総
会
開
催
状

支
会
総
会
開
催
状
況況

同
窓
会
員

三
十
一
年
三
月
卒
業
に
よ
り

　

正
会
員
に
な
っ
た
人 

一
五
六
名

三
十
一
年
四
月
入
学
に
よ
り

　

準
会
員
に
な
っ
た
人 

一
五
七
名

正
会
員
数 

　

一
八
、
八
五
八
名

　

旧
制 

　
　

二
、
四
八
九
名

　

高
校 

　

一
六
、
三
六
九
名

　

内 
男
子 

　

一
一
、
〇
八
五
名

　
　
 
女
子 

　

五
、
二
八
四
名

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

平平成成３３１１年年度度 
会員の異会員の異動動

　

下
農
同
窓
会
の
事
業
と
し
て

親
善
ゴ
ル
フ
大
会
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

毎
回
二
〇
〇
余
名
の
同
窓
会

員
の
ご
参
加
を
頂
き
、
盛
大
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
二
十
九
回
を
迎
え
る
本
年

の
大
会
に
当
た
り
下
農
創
立
一

〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
位
置
づ
け
大
会
名
称
を『
長

野
県
下
伊
那
農
業
高
等
学
校
創

立
一
〇
〇
周
年
記
念
同
窓
会
親

善
ゴ
ル
フ
大
会（
第
二
十
九
回
）』

と
し
て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
十
月
に
行
わ
れ
る
記
念
事
業

を
一
足
先
に
盛
り
上
げ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
詳
細
は
左
記
の
通
り
で

す
。

　

最
後
に
、
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

を
長
き
に
渡
り
盛
り
上
げ
て
頂

珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊

下
農
一
〇
〇
周
年
記
念
同
窓

下
農
一
〇
〇
周
年
記
念
同
窓
会会

親
善
ゴ
ル
フ
大

親
善
ゴ
ル
フ
大
会会

大
会
実
行
委
員
長

大
会
実
行
委
員
長　

山

田

正

明

山　

田　

正　

明
（（
高高　

回
卒
）

回
卒
）

２４２４

い
た
歴
代
の
実
行
委
員
会
の
諸

先
輩
方
の
ご
労
苦
に
対
し
、
深

い
敬
意
と
心
か
ら
の
感
謝
の
念

を
表
し
ま
す
。

　

一
〇
〇
周
年
記
念
親
善
ゴ
ル

フ
大
会
が
盛
大
に
行
え
ま
す
様

に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

◆開催日　６月下旬
　　　　　（３月の実行委員会で正式

に決定します）
◆会　場　高森カントリークラブ

◆参加募集については地元実行委員が
例年通り案内を致します。
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会
員
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご

健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
十
八
日
に
同
窓
会
理

事
・
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
三
十
年
度
事
業
・
決
算
報

告
を
は
じ
め
、
令
和
元
年
度
事

業
計
画
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、

正
式
に
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
お
陰
様
で
順
調
に
諸
事

業
を
終
了
し
、
ま
と
め
の
時
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

「
創
立
百
周
年
記
念
事
業
」に

つ
き
ま
し
て
も
、内
容
の
具
体
化

が
本
年
度
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
五
回
実
行
委
員
会
が
十
一

月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
、
総

務
部
・
記
念
誌
部
・
資
金
部
・

事
業
部
・
母
校
の
将
来
を
語
る

会
等
の
全
て
の
部
門
よ
り
現
在

の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
議
事

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
部
か
ら
は
、
令
和
二
年

十
月
十
日
、
記
念
式
典
・
祝
賀

会
の
飯
田
市
内
で
の
開
催
に
関

し
、
祝
賀
会
は
事
前
振
込
用
紙

に
て
参
加
者
を
募
集
す
る
旨
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
記
念
式
典

の
際
、
九
十
周
年
記
念
事
業
の

式
典
の
際
お
招
き
し
た
中
国
蘇

州
農
業
職
業
技
術
学
院
の
皆
様

を
招
待
し
た
ス
ム
ー
ズ
な
式
典

に
つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
記
念
講
演
会
講
師
の
選
定
も

終
え
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
前
回
の
九
十
周
年
時

の
記
録
か
ら
、
生
徒
側
の
組
織

で
あ
る
校
内
の
校
友
会
委
員
会

及
び
教
職
員
の
組
織
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
全
校
を
上
げ
て
周

年
行
事
の
準
備
及
び
当
日
の
運

営
に
あ
た
る
べ
き
組
織
作
り
を

終
え
、
実
際
に
各
係
が
ど
の
よ

う
に
準
備
す
べ
き
か
の
計
画
の

段
階
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

す
で
に
事
業
部
に
関
し
て
は

農
業
学
習
施
設
の
建
設
の
起
工

式
を
終
え
、
建
設
が
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
ま
す
。
六
月
に
完
成

予
定
で
あ
り
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
空
撮
も
校
友
会
役
員
生
徒
も

交
え
七
月
に
実
施
す
る
予
定
で

お
り
ま
す
。
施
設
の
一
般
公
開

に
関
し
ま
し
て
は
、
十
一
月
一

日
の
休
日
の
稲
丘
祭
一
般
公
開

時
に
は
、
同
窓
会
所
有
品
の
展

示
を
兼
ね
内
部
を
公
開
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
関
連
事
業
と
し

て
の
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
及
び
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
に
関
す
る

企
画
も
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
に
先
だ
ち
、
各

部
会
・
小
委
員
会
等
の
会
議
が

開
か
れ
、
百
周
年
記
念
事
業
に

向
け
て
の
企
画
等
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
遠
山

善
治
元
校
長
先
生
を
編
纂
委
員

長
と
す
る
記
念
誌
編
纂
委
員
会

は
、
毎
月
稲
丘
会
館
に
て
複
数

回
会
議
が
も
た
れ
て
お
り
ま
す
。

百
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
誌

が
で
き
上
が
り
そ
う
で
あ
る
と
、

矢
澤
記
念
誌
部
長
よ
り
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。注
文
は
記
念
祝
賀

会
と
同
様
に
事
前
振
込
用
紙
に

て
注
文
を
と
り
、記
念
式
典
当
日

の
内
容
を
入
れ
て
の
発
行
及
び

発
送
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

資
金
部
か
ら
は
、
現
在
の
募

金
活
動
の
全
体
と
し
て
の
進
捗

状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
全
支
会
か
ら
の
入
金
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
に

は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

募
金
の
進
捗
状
況
か
ら
、
無

事
修
正
予
算
案
が
総
務
部
総
括

よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
は

大
正
九
年
四
月
二
十
一
日
に
郡

立
長
野
県
下
伊
那
農
学
校
と
し

て
、
鼎
小
学
校
稲
井
分
教
場
を

仮
校
舎
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

新
規
に
開
校
記
念
行
事
と
し
て

四
月
三
十
日
に
は
、
遠
山
編
纂

委
員
長
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
開
校
当
時
の
学
生
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
含
め
大
々
的
な
Ｐ
Ｒ

も
含
め
開
校
記
念
行
事（
講
演

平成３０年度　決　算　書
令和元年５月１８日　提　案
令和元年５月１８日　承　認１　歳入総額　２,４０１,６９１円

２　歳出総額　１,４５４,６３７円
３　差引残額　　 ９４７,０５４円

（単位：円）１歳入の部

備　　考比較増減収入済額
予　　算　　額

科　　　　　目
計流用当初予算額

８０００×１６１名０１,２８８,０００１,２８８,０００１,２８８,０００入 会 金

利息、長尺利用料６７,９９４６７,９９４００雑 収 入

　０７３２,９５３７３２,９５３７３２,９５３繰 越 金

２０００×１５６名▲ ４,０００３１２,０００３１６,０００３１６,０００終 身 会 費

戻し入れ７４４７４４００そ の 他

６４,７３８２,４０１,６９１２,３３６,９５３２,３３６,９５３合　　　計

（単位：円）２歳出の部

備　　考比較増減支出済額
予　　算　　額

科　　　　　目
計流用当初予算額

２８２,２９７１３７,７０３４２０,００００４２０,０００１，事務費

支会総会等の旅費１０８,０６５１１,９３５１２０,０００１２０,０００１)旅費

プリンターインク・ロール紙他事務費４,０５６４５,９４４５０,０００５０,０００２)事務費

郵送料・電話代４,１５６３５,８４４４０,０００４０,０００３)通信費

印刷用紙他４８,０２０１,９８０５０,０００５０,０００４)消耗品費

地区同窓会負担金１０,００００１０,０００１０,０００５)負担金

各種会議参加費等１０８,０００４２,０００１５０,０００１５０,０００６)正副会長交際費

 ４２,４２２１８７,５７８２３０,００００２３０,０００２，会議費

監査会等▲ ３４,５００４４,５００１０,０００１０,０００１)役員会費

代議員会１６,９２２１４３,０７８１６０,０００１６０,０００２)代議員会費

校内幹事会会議費６０,００００６０,０００６０,０００３)幹事会費

 ４１８,７６８１,０３１,２３２１,４５０,００００１,４５０,０００３，事業費

活動費・総会費１３,５２２１３６,４７８１５０,０００１５０,０００１)稲穂会費

支会総会の参加１４,２３２２３５,７６８２５０,０００２５０,０００２)事業推進費

稲丘時報発行費１４４,２６０２０５,７４０３５０,０００３５０,０００３)稲丘時報発行費

同窓会林間伐等管理７,６１８２,３８２１０,０００１０,０００４)同窓会林管理費

校歌等ＣＤ購入用積立て０１５０,０００１５０,０００１５０,０００５)新正会員歓迎費

（財）稲丘会▲ ５４０２００,５４０２００,０００２００,０００６)稲丘会事業寄付金

親善ゴルフ１９,６７６１００,３２４１２０,０００１２０,０００７)親善大会費

１００周年事業２２０,００００２２０,０００２２０,０００８)１００周年費

 １１７,８７６９８,１２４２１６,００００２１６,０００４，雑支出

祝儀・香典・弔電８６,５１０２３,４９０１１０,００００１１０,０００１)慶弔費

餞別１１,０００４９,０００６０,０００６０,０００２)転退職職員記念品費

 ２０,３６６２５,６３４４６,０００４６,０００３)雑費

２０,９５３０２０,９５３０２０,９５３５，予備費

２０,９５３０２０,９５３０２０,９５３１)予備費

８８２,３１６１,４５４,６３７２,３３６,９５３０２,３３６,９５３合　　　計

 
会 
務 
報 
告

　
 　
　
　

同
窓
会
幹
事
長　

北
原　

千
歳
（
高　

回
卒
） 

３１

会
）を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。ま

た
創
立
百
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い

記
念
碑
に
つ
き
ま
し
て
も
現
在

計
画
中
で
あ
り
、除
幕
式
も
時
期

を
見
な
が
ら
実
施
す
る
予
定
で

お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
百
周

年
記
念
事
業
の
募
金
活
動
へ
の

ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
を
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
母
校
の

発
展
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
特
に
四
月
三

十
日
の
開
校
記
念
行
事
に
か
か

わ
る
講
演
会
及
び
十
月
十
日
の

記
念
式
典
及
び
記
念
祝
賀
会
に

つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。一
連
の
周
年
行
事
に
関
す

る
広
報
は
、地
方
紙
の
有
料
広
告

に
て
二
～
三
度
行
う
予
定
で
あ

り
、そ
の
広
告
に
て
改
め
て
詳
細

な
る
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
校
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
同
窓
会
ペ
ー
ジ
を
併
設
し
て

お
り
ま
す
。
更
新
が
こ
ま
め
に

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

稲
丘
時
報
も
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

に
て
公
開
し
ま
す
の
で
、
過
去

の
も
の
も
含
め
て
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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創立１００周年記念事業式典及び記念祝賀会
　今年度、１０月１０日（土）に創立百１００周年記念事業式典及び記念祝賀会を執り行います。会場については、決定し

ていませんので地方紙での記念式典掲載記事をご参照下さい。

　式典前に生徒発表として、下農の歩み（主に１０年間を振り返る）を行い、引き続き記念式典を行います。来賓とし

て、中国蘇州農業職業技術学院長（旧名：江蘇省蘇州農業学校）がお見えになります。休憩後、講演会を予定してお

り、講師は医師・作家の鎌田實さんです。

　式典終了後、シルクホテルにて記念祝賀会を行います。祝賀会参加をご希望の方は、稲丘時報にある振込用紙で、振り

込みをお願いします。その後、二次会も予定しておりますので、参加ご希望の方は併せて申し込みをお願いします。

　長野県下伊那農業高等学校　創立100周年記念祝賀会

　日　　時　　令和２年10月10日（土曜日）　午後1時30分～

　場　　所　　シルクホテル　（長野県飯田市錦町1-10　TEL：0265-23-8383㈹）

　振込期限　　8月末日（厳守）　　　   祝賀会参加費　1人   6,000円　　二次会参加費　1人   3,000円

　　　　　　　別紙払込取扱票にて、郵便局よりお振り込みをお願いいたします。

　※8月末日までのキャンセルにつきましてはお受けできますが、それ以降のキャンセルはお受けできませんので、ご承知おきください。

創立１００周年記念事業　開校記念行事
　本校は大正９年４月２１日に郡立長野県下伊那農学校として、鼎小学校稲井分教場を仮校舎として開校しました。開

校記念事業を行い、創立百周年記念事業の総決算としての１０月１０日（土）の記念式典が成功するように令和２年４月

３０日（木）に開校記念行事を行います。

　行事では、記念講演会として創立百周年記念事業記念誌編纂員長　元本校校長である遠山善治先生に講師をお願い

し、本校開校当時の生徒のエピソード等記念誌に関係させながら本校の沿革を語っていただきます。開校記念行事に

併せて「創立１００周年記念碑」を校舎前に設置する予定です。

農業学習施設建設について
　１００周年記念事業の一環として、地域と連携した農業学習の活動拠点として、教育活動の充実を目指し学習施設の

建設を行っています。予算額の減少に伴い、当初予定していた二階建てを一階建てにして、業者の選定方法について

は、総務部総括係会で、プロポーザル方式に決定しました。現在、工事が始まり基礎ができつつあります。

　経過報告

　　３１.４ 建設業者　公募のお知らせ掲載【南信州新聞】

 期間：４月９日～１９日

 三社が参加表明

　　元.５ 現地説明会の内容について　プロポーザルの実施方法について

　　元.５ 建設業者　現地説明会

　　元.７ 建設業者　プレゼンテーション

 事業部会及び総務部総括で投票を行い、審議を経て神稲建設様に決定

　　元.８ 契約

　　元.１１ 起工式

　　元.１２ 工事着工

　　２.６ 農業学習施設引き渡し予定

　今後、農業学習やプロジェクト発表、夏季補習など様々な学習の場として使用できるスペースを確保し、一部に資

料などを保管して必要に応じ展示できるような多目的ホールとして利用していきます。

　施設の名称については、各種会議及び稲丘祭などで広く募集しました。現在、候補を絞り込み実行委員会で候補を

提案しながら、最終絞り込みを行っています。今年度、６月には１００周年の記念事業の象徴となる建物が本校の新た

な歴史を刻んで行きます。

１００周年記念事業について
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内観パース

　

私
は
昨
年
、
第
六
十
四
回
稲

丘
祭
で
百
周
年
係
の
係
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
百

周
年
の
土
台
と
し
て
設
置
さ
れ

た
係
な
の
で
新
し
く
作
り
上
げ

る
と
い
う
の
が
と
て
も
大
変
で

し
た
。
決
ま
っ
た
こ
と
が
何
も

な
い
た
め
、
係
の
メ
ン
バ
ー
と

先
生
方
と
考
え
、
下
伊
那
農
業

高
校
の
歴
史
の
展
示
に
し
ま
し

た
。「
下
農
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
ま
た
新
し
い
次
へ
の
扉
を

開
い
て
い
こ
う
。」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
、
テ
ー
マ
を
決
め
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
で
す
。

扉
を
開
け
て
物
語
が
始
ま
る
と

こ
ろ
が
、
企
画
に
ぴ
っ
た
り
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

箱
に
ド
ア
を
付
け
、
中
に
歴

史
を
書
い
た
画
用
紙
を
貼
る
。
天

井
に
は
過
去
の
下
農
の
ポ
ス
タ
ー

を
飾
り
、
学
校
に
あ
る
大
き
い

鏡
に
は
、
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ

ン
ク
の
マ
イ
ク
と
サ
リ
ー
で
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
を
つ
く
り
ま
し
た
。

少
し
の
も
の
を
作
る
こ
と
で
も

大
変
で
、
自
分
た
ち
が
思
い
描

い
て
い
た
範
囲
よ
り
も
小
さ
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
稲

丘
祭
で
は
多
く
の
人

が
足
を
と
め
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
が
成
功
で
き
た

の
も
、
係
の
皆
や

「
手
伝
う
よ
。」
と
声

を
か
け
て
く
れ
る
皆

が
い
た
か
ら
で
す
。

一
人
で
や
り
遂
げ
た

の
で
は
な
く
、
み
ん

な
で
や
り
遂
げ
ら
れ

た
か
ら
こ
そ
、
内
容

が
濃
く
と
て
も
良
い

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ

を
土
台
に
し
て
、
素

晴
ら
し
い
百
周
年
の

歴
史
を
創
り
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
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創
立
百
周
年
に
向
け
て

校
友
会
副
会
長　

２
年　

高　

島　

風　

朱　

外観パース

建築地鳥瞰図
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令和元年１０月１９日（土）３面　南信州新聞

正面玄関　校名板 揮  毫 
き ごう

高６回卒　後藤 政喜様（山本）
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　私が下農に勤務していた頃、平成２６年の５月に今は亡き元校長今牧英世先生より一枚の手書きの紙をいただきました。

そこには「下農１００周年記念に思うこと」として、１００周年事業全般にわたって先生の思いが書かれていました。記念誌

については「①開校時の初代校長、芝原彦十先生によって築かれた精神（開拓）が諸先生の努力と地域の協力により今

日までに良き伝統として築かれていること。②分校を含めた定時制教育とそこで学んだ生徒たち。①②をしっかり紹介

してほしい」とありました。その時には記念誌の編纂に携わるとは夢にも思っていなかったので、いずれ編纂委員の方

にこの紙を渡そうと思っていたところ、何の因果かその係が廻ってきてしまいました。

　今牧先生の思いを平成２９年１月の第１回編纂委員会に１０名の委員にお伝えしました。その後の１年間は毎月委員会を

開催し、編纂の基本方針や計画、記念誌の目次等々編纂の骨子を決め、委員自ら校友会誌・稲丘時報等を読み込んで執

筆内容を固めていきました。

　この年末までに編纂委員会は２０回を数え、各委員は分担箇所の執筆や依頼原稿の回収、さらに発行者の南信州新聞社

の担当者と校正をしているところです。

　執筆に当っては、既に発行されている「沿革史五十年の歩み」「八十年学校史赤石永久に崇くして」を横に置き、校友

会誌（大正１２年発行）、稲丘時報（昭和７年発行）、学園タイムズ（昭和２２年発行）の三誌を種本にして、可能な限り当

時の職員や生徒の言、関係写真を入れることを心掛けています。さらに、本校ならではの記念誌ということで、飯伊地

域の農業の変遷を稲作、果樹、養蚕等九部門ごとに取り上げて紹介します。

　一口に１００年と言っても、そこには豊かな教育の営みと生徒らの活躍、多くの英傑が詰まっていて、これらをどう盛り

込んでいくか悩むこともあります。今牧先生の思いを大事にして、１世紀にわたる歴史の事実を時の流れに埋もれない

ように出来るだけ多く紹介して、令和２年末の発行をめざしています。

　同窓生の皆さんで、当時の写真や史料等がありましたら、是非同窓会事務局に連絡をいただきたいと思います。今後

ともご指導・ご支援をお願いします。

長野県下伊那農業高等学校　創立100周年記念誌
　　　　　仕　　様　　Ａ４サイズ　７００ページ（予定） 部　　数　　３,０００部

　　　　　販売価格　　１冊４,０００円（送料込み） 発　　行　　令和２年１２月末（予定）

　　　　　振込期限　　令和２年８月末日（厳守）

　　　　　※別紙払込取扱票にて、郵便局よりお振り込みをお願いいたします。

１００周年記念誌目次

○巻頭言（学校長　同窓会長　校友会長　他）　　　○口絵　(創立時から現在までの代表的な写真)

　校史部門

第一章　下伊那農学校の誕生

第二章　下伊那農学校の教育

第三章　戦時下の教育

第四章　新制下伊那農業高等学校の発足　（戦後から昭和３０年ごろ）

第五章　経済成長期の下伊那農業高等学校の教育（昭和３０年頃から昭和５０年ごろ）

第六章　農業を取り巻く環境変化の中で（昭和５０年頃から昭和６３年ごろ）

第七章　学科改編と魅力ある農業教育を求めて（平成元年頃から現在）

第八章　新たな教育の創造をめざして

第九章　定時制教育

第十章　校友会・農業クラブ活動

第十一章　座談会

第十二章　思い出の記

　地域農業部門

概観、稲作、果樹、野菜、花卉、畜産、養蚕、柿、菌茸、林業

　資料

１００周年記念誌編纂について１００周年記念誌編纂について
記念誌編纂委員長　遠　山　善　治（高26回卒）記念誌編纂委員長　遠　山　善　治（高26回卒）記念誌編纂委員長　遠　山　善　治（高26回卒）



稲　　　丘　　　時　　　報　(9)　第８４号 令和２年２月１０日　
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運
動
班
の
活
躍

運
動
班
の
活
躍

失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失

　

北
信
越
大
会
に
出
場
し

北
信
越
大
会
に
出
場
し
てて

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
３
年

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
３
年　

塩

澤

彩

花

塩　

澤　

彩　

花

　

私
は
六
月
十
四
・
十
五
日
に
石

川
県
で
行
わ
れ
た
北
信
越
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
私
が
一
、
二
年

生
の
頃
の
先
輩
方
の
北
信
越
に
出

場
す
る
か
っ
こ
よ
さ
に
憧
れ
、
私

も
北
信
越
大
会
に
出
場
し
た
い
と

強
く
思
い
、
日
々
の
練
習
を
頑
張

り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
三
年
生
三

人
、
二
年
生
一
人
、
一
年
生
一
人
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
三
人
の
計
八
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
人
数
が
少
な

い
た
め
思
っ
た
よ
う
に
は
練
習
が

で
き
ま
せ
ん
。
遠
征
や
合
同
練
習

に
行
く
と
他
校
と
の
練
習
量
や
技

術
に
差
が
あ
り
、
焦
り
を
感
じ
ま

し
た
。
技
の
入
り
が
上
手
く
い
か

な
い
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
部
員
に
ぶ

つ
け
る
こ
と
や
泣
い
て
練
習
を
放

棄
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
班
員
は
優
し
く
、
上
手
く
い

か
な
か
っ
た
時
に
は
と
こ
と
ん
練

習
に
付
き
合
っ
て
く
れ
て
、
思

い
っ
き
り
投
げ
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
辛
い
練
習
の
中
で
も
必
ず
笑

顔
が
あ
り
、
張
り
つ
め
て
い
た
気

持
ち
が
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
良
い
結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
ま

で
に
な
い
か
っ
こ
い
い
自
分
を
出

せ
た
気
が
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
こ

れ
た
こ
と
は
今
ま
で
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
顧
問
の
先
生
や
外
部

コ
ー
チ
の
先
生
、
柔
道
班
の
仲
間
、

周
り
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
自
分

の
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 柔道班 
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北
信
越
大
会
に
出
場
し

　

北
信
越
大
会
に
出
場
し
てて

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
２
年

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
２
年　

宮

澤

香

音

宮　

澤　

香　

音

　

私
は
十
月
二
十
五
日
～
二
十
七

日
に
新
潟
市
陸
上
競
技
場
で
開
催

さ
れ
た
第
二
十
四
回
北
信
越
高
等

学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。今
回
の
大
会
で
は
走
り

幅
跳
と
三
段
跳
に
出
場
し
、昨
年
は

悔
し
い
結
果
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、ど
ち
ら
と
も
表
彰
台
を
目

標
に
挑
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
が
悪
く
朝
か
ら
冷

た
い
雨
が
降
り
、走
り
幅
跳
は
そ
ん

な
中
で
の
競
技
で
し
た
。緊
張
と
寒

さ
で
体
が
思
う
よ
う
に
動
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、予
選
を
八
位
で
通
過

し
決
勝
で
順
位
を
上
げ
七
位
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。目
標
で

あ
る
表
彰
台
へ
上
る
こ
と
は
で
き

ま
し
た
が
、納
得
の
い
く
跳
躍
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、三
段
跳
で
は

も
っ
と
良
い
跳
躍
を
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。三
段
跳
は
最
終
日
の
競

技
で
し
た
。初
日
の
走
り
幅
跳
同
様

に
雨
が
降
っ
て
い
て
更
に
寒
か
っ

た
の
で
す
が
、体
調
も
悪
く
な
く
調

整
も
上
手
く
出
来
て
い
た
の
で
跳

べ
る
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
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県
大
会
に
出
場
し

県
大
会
に
出
場
し
てて

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
２
年

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
２
年　

齊

藤

真

由

齊　

藤　

真　

由

　

私
は
、松
代
で
行
わ
れ
た
新
人

戦
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。一

年
生
の
新
人
戦
か
ら
調
子
が
悪
く
、

な
か
な
か
良
い
結
果
を
残
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。今
ま
で

以
上
に
悔
し
く
二
年
生
の
最
後
の

新
人
戦
は
必
ず
良
い
結
果
を
残
す

と
い
う
気
持
ち
で
挑
み
ま
し
た
。

そ
の
強
い
思
い
が
叶
い
南
信
大
会

準
優
勝
、県
大
会
ベ
ス
ト
四
に
は

い
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
う

し
た
結
果
を
残
せ
た
の
は
顧
問
の

先
生
、指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
保

護
者
の
方
々
、毎
日
一
緒
に
練
習

を
し
た
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

改
め
て
感
謝
し
た
い
で
す
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
回
良

い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
本
番
は
夏
の
高
体
連
で
す
。

高
校
生
活
の
三
年
間
は
あ
っ
と
い

う
間
で
い
よ
い
よ
最
後
の
大
会
が

迫
っ
て
き
ま
し
た
。時
間
は
ま
っ

て
く
れ
な
い
の
で
限
ら
れ
た
時
間

を
大
切
に
一
生
懸
命
練
習
に
励
み

た
い
で
す
。

　

今
年
の
目
標
は
北
信
越
大
会
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
で
す
。
最
後

の
夏
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
笑

顔
で
終
わ
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。
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最
後
の

最
後
の
夏夏

農
業
機
械
科
３
年

農
業
機
械
科
３
年　

上

田

慶
次
郎

上　

田　

慶
次
郎

　

私
は
七
月
二
十
日
か
ら
二
十
二

日
ま
で
行
わ
れ
た
競
泳
の
北
信
越

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。去
年
の
こ

の
大
会
で
悔
し
い
思
い
を
し
て
、次

は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
と

覚
悟
を
決
め
て
練
習
を
積
ん
で
き

ま
し
た
。順
調
に
練
習
を
積
め
て
い

た
の
で
す
が
、冬
に
腰
を
痛
め
て
し

ま
い
、な
か
な
か
調
子
が
上
が
ら
ず

練
習
に
打
ち
込
め
な
い
時
期
が

二
ヶ
月
ほ
ど
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

周
り
の
方
々
の
支
え
も
あ
り
な
ん

と
か
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

南
信
大
会
か
ら
県
大
会
、北
信
越

と
だ
ん
だ
ん
調
子
が
上
が
っ
て
い

る
こ
と
は
明
確
だ
っ
た
の
で
、自
信

を
持
っ
て
大
会
に
臨
め
ま
し
た
。一

日
目
の
二
百
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
は

緊
張
も
あ
っ
て
か
自
分
の
レ
ー
ス

 陸上班 

 剣道班 

 水泳同好会 

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。で
す
が
本

命
は
最
終
日
の
四
百
メ
ー
ト
ル
個

人
メ
ド
レ
ー
だ
っ
た
の
で
、落
ち
こ

ん
で
い
る
暇
も
な
く
、切
り
替
え
を

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
レ
ー
ス
が
な
か
っ
た

の
で
、泳
ぎ
の
確
認
や
ス
ト
レ
ッ
チ

を
入
念
に
お
こ
な
い
、夜
は
勝
負
飯

の
カ
レ
ー
と
ス
ン
ド
ゥ
ブ
と
ア
ロ

エ
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
て
最
終
日

に
臨
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
予
選
六
位
で
決
勝
に
進
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。目
標
と

し
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、自
分
の
最
大
限

の
レ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
。こ
こ
ま

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
沢
山
の
方
に

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

試
技
練
習
時
に
何
故
か
今
ま
で
に

経
験
し
た
事
が
無
い
ほ
ど
助
走
に

ず
れ
が
出
て
し
ま
い
自
信
が
あ
っ

た
だ
け
に
焦
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

結
果
、本
番
で
過
去
最
悪
の
跳
躍
に

な
っ
て
し
ま
い
酷
す
ぎ
て
涙
す
ら

出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
会
が
終
わ
っ
て
感
じ
た
こ
と

は
も
っ
と
様
々
な
環
境
で
経
験
を

積
ま
な
い
と
駄
目
だ
と
い
う
事
で

し
た
。ま
た
、年
末
に
行
わ
れ
た
北

信
越
合
宿
の
技
術
講
習
で
課
題
も

明
確
に
な
り
ま
し
た
。次
の
総
体
は

高
校
最
後
の
大
会
で
す
。自
分
が

持
っ
て
い
る
力
を
十
分
に
発
揮
し

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
入
賞
を
目
指
し
ま

す
。
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全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
っ

た

夏

休

み

前
、先

生

が

お

っ

し
ゃ
っ
た
言
葉
が
今
で
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。「
農
鑑
の
勉
強
に

ゴ
ー
ル
は
無
い
。」参
考
に
す
る
本

も
勉
強
法
も
定
ま
ら
ず
模
索
し
な

が
ら
膨
大
な
試
験
範
囲
と
向
き
合

う
日
々
の
中
で
、そ
の
言
葉
を
本

当
の
意
味
で
理
解
し
て
い
き
ま
し

た
。そ
の
う
え
班
活
動
や
校
友
会

活
動
、普
段
の
学
校
の
勉
強
な
ど

手
の
抜
け
な
い
事
柄
が
重
な
り
、

手
一
杯
で
し
た
。そ
ん
な
と
き
、励

ま
し
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
同

じ
農
業
鑑
定
競
技
会
に
出
場
す
る
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農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
に
参
加
し

農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
に
参
加
し
てて

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
２
年

　

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
２
年　

金

子

詩

奈

金　

子　

詩　

奈

の
活
躍

の
活
躍

の
活
躍

学
芸
班

農
林
家
班

学
芸
班

農
林
家
班

学
芸
班

農
林
家
班

仲
間
で
し
た
。互
い
に
刺
激
し

合
っ
て
高
め
合
え
る
仲
間
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
最
後
ま
で
や
り
切
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、追
い
込

ま
れ
な
が
ら
妥
協
を
許
さ
な
か
っ

た
の
は
や
は
り
農
業
鑑
定
と
い
う

競
技
が
楽
し
い
と
感
じ
て
い
た
か

ら
で
す
。勉
強
を
し
た
分
自
分
の

知
見
が
広
が
る
の
を
実
感
し
、結

果
に
も
表
れ
る
こ
と
が
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
全
国
大
会
、日

程
は
三
日
間
で
私
は
福
島
と
山
形

を
訪
れ
ま
し
た
。印
象
的
な
の
は
、

ホ
テ
ル
で
の
食
事
の
際
に
無
意
識

　

私
た
ち
果
樹
班
は
、十
月
二
十
三
、

二
十
四
日
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ

た「
第
七
十
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会
」に
北
信
越
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。昨
年
も
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
、今
年
度
も
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
を
目
標
に
活

動
し
て
き
た
の
で
昨
年
と
同
じ
ス

テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
が
で
き
て
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

し
か
し
、昨
年
私
た
ち
二
年
生
は

演
示
と
し
て
数
分
出
場
し
た
だ
け

で
し
た
が
、今
年
は
自
分
た
ち
が
喋

る
立
場
に
な
っ
た
の
で
昨
年
と
は

比
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
緊
張
し
ま
し

た
。そ
し
て
全
国
レ
ベ
ル
に
な
る
と

ど
こ
の
学
校
も
面
白
く
て
興
味
深
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全
国
大
会
に
出
場
し

全
国
大
会
に
出
場
し
てて

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
２
年

　

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
２
年　

中

塚

空

美

中　

塚　

空　

美

い
研
究
ば
か
り
で
、活
動
記
録
簿
も

県
大
会
や
北
信
越
大
会
の
何
倍
も

分
厚
い
も
の
や
イ
ラ
ス
ト
や
写
真

が
見
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
、見
て
い
て
と
て

も
面
白
か
っ
た
の
と
同
時
に
よ
り

一
層
緊
張
し
ま
し
た
。自
分
た
ち
の

学
校
の
名
前
が
呼
ば
れ
い
ざ
ス

テ
ー
ジ
に
立
つ
と
、昨
年
先
輩
方
が

連
れ
て
き
て
く
れ
た
場
所
に
今
年

は
自
分
た
ち
の
力
で
立
つ
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
喜
び
で
、緊
張
は
自

然
と
解
け
、落
ち
着
い
て
良
い
発
表

が
で
き
た
の
で
と
て
も
安
心
し
ま

し
た
。班
員
の
み
ん
な
も
満
足
で
き

る
発
表
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。結
果
は
昨
年
同
様
入
賞
す
る

　

今
回
も
全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア

の
大
会
に
下
伊
那
農
業
高
校
か
ら

六
年
連
続
で
出
場
で
き
た
こ
と
を

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
で
私
は
多
く
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。私

は
花
本
来
の
姿
を
美
し
く
見
せ
ら

れ
る
作
品
を
制
作
し
た
い
と
い
う

思
い
で
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ま
し
た

が
、大
会
で
入
賞
し
た
作
品
は
私
の

作
品
と
は
対
照
的
で
あ
り
、花
や
葉

の
形
を
変
え
る
な
ど
技
術
力
が
格

段
に
違
っ
て
い
る
と
感
じ
、私
の
こ

だ
わ
っ
て
き
た
シ
ン
プ
ル
な
美
し

さ
は
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。た

だ
た
だ
悔
し
か
っ
た
で
す
。全
国
大

会
の
厳
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
作

品
を
作
れ
ば
そ
れ

だ
け
多
く
の
感
性

が
あ
り
、人
そ
れ

ぞ
れ
表
現
の
仕
方

が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。私
の
作
品
を

気
に
入
っ
て
下
さ

る
方
も
い
ま
し
た

が
、私
は
多
く
の

人
の
目
に
止
ま
り

感
動
し
て
い
た
だ

け
る
作
品
を
作
れ

る
よ
う
に
な
り
た

失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
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失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失

全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
新
潟
大
会
に
出
場
し

全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
新
潟
大
会
に
出
場
し
てて

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
３
年

　

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
３
年　

太

田

静

流

太　

田　

静　

流

い
で
す
。そ
の
た
め
に
は
自
分
の
作

風
を
か
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

だ
ろ
う
か
と
考
え
た
り
も
し
ま
し

た
が
、自
分
が
綺
麗
だ
と
感
じ
る
作

品
を
作
り
、そ
の
上
で
多
く
の
人
に

感
動
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
意

味
が
な
い
と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
っ
と
色
々
な
作
品
を
見
て
視

野
を
広
げ
、多
く
の
技
術
や
表
現
力

を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
回
の
大
会
は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
と
向
き
合
う
姿
勢
を

変
え
ら
れ
る
と
て
も
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。こ
こ
ま
で
応
援
し
支

え
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
今
年
、福
島
県
で
行
わ
れ
た

学
校
農
業
ク
ラ
ブ
南
東
北
大
会
農

業
鑑
定
競
技
・
園
芸
の
部
に
出
場
し

ま
し
た
。校
内
で
行
わ
れ
て
い
る
農

業
鑑
定
競
技
に
は
毎
年
出
場
す
る

の
で
、農
業
鑑
定
競
技
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。そ

し
て
三
年
目
の
今
年
、校
内
の
競
技

で
選
抜
さ
れ
て
全
国
大
会
に
出
場

失失失失失失
失失失失失失
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失失失失失失
失失失失失失

南
東
北
大
会
に
参
加
し

南
東
北
大
会
に
参
加
し
てて

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
３
年

　

園
芸
ク
リ
エ
イ
ト
科
３
年　

大

澤

健
太
郎

大　

澤　

健
太
郎

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
私
は
、夏
休
み
に
ノ
ー

ト
の
作
成
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

先
生
か
ら
渡
さ
れ
た
資
料
を
元
に
写

真
を
印
刷
し
文
章
の
大
切
な
と
こ
ろ

を
抜
粋
し
ま
し
た
。し
か
し
、微
生
物

利
用
や
農
業
経
営
・
経
済
、植
物
バ
イ

オ
の
範
囲
は
フ
ァ
イ
ル
に
な
か
っ
た

の
で
自
力
で
作
成
し
ま
し
た
。微
生

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。も
ち

ろ
ん
悔
し
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
し

た
が
、大
好
き
な
果
樹
班
の
メ
ン

バ
ー
と
一
緒
に
全
国
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
大
満
足

で
す
。私
に
と
っ
て
は
二
回
目
の
全

国
大
会
で
し
た
が
、昨
年
以
上
に
た

く
さ
ん
の
方
と
関
わ
り
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の

で
貴
重
な
経
験
に
な
り
、農
業
高
校

に
入
学
し
果
樹
班
に
入
っ
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。そ
し

て
来
年
も
出
場
し
た
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
。果
樹
班
に
は
現
在
三
年

生
が
い
な
い
の
で
、来
年
度
も
私
た

ち
二
年
生
六
人
が
最
高
学
年
と
な

り
研
究
を
行
い
ま
す
。来
年
度
も
地

域
の
方
の
声
に
耳
を
傾
け
、希
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
な
研
究
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。そ
し
て
、私
た
ち

の
研
究
や
発
表
に
協
力
し
て
下

さ
っ
た
先
生
方
や
一
緒
に
活
動
し

て
き
た
果
樹
班
の
み
ん
な
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、も
う
一

度
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
て
る
よ
う
、

果
樹
班
と
し
て
の
最
後
の
一
年
全

力
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

の
う
ち
に
一
品
一
品
の
原
材
料
や

調
理
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
い
た

こ
と
で
す
。食
事
で
さ
え
も
農
鑑

の
学
習
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
つ
つ

も
、自
分
が
本
気
で
や
っ
て
き
た

こ
と
の
証
だ
と
思
い
自
信
に
な
り

ま
し
た
。結
果
は
優
秀
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
自
分
に
と
っ
て

良
い
経
験
と
大
き
な
自
信
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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私
は
栃
木
県
茂
木
町
に
あ
る
ツ

イ
ン
リ
ン
ク
も
て
ぎ
で
開
催
さ
れ

た
ホ
ン
ダ
エ
コ
マ
イ
レ
ッ
ジ
チ
ャ

レ
ン
ジ
二
〇
一
九
に
参
加
し
ま
し

た
。エ
コ
ラ
ン
と
は
一
ℓ
の
ガ
ソ
リ

ン
で
ど
れ
だ
け
長
く
走
れ
る
か
で

燃
費
性
能
を
競
い
ま
す
。毎
年
出
場

し
て
い
ま
し
た
が
、私
が
主
体
と

な
っ
て
制
作
す
る
の
は
初
め
て
で

し
た
。

　

今
年
の
一
月
か
ら
設
計
を
始
め
、

三
月
か
ら
製
作
に
入
り
ま
し
た
。製

作
過
程
で
い
く
つ
も
の
課
題
が
出

て
来
ま
し
た
が
、チ
ー
ム
の
仲
間
と

改
善
策
を
練
り
解
決
し
ま
し
た
。

　

本
番
前
日
、練
習
走
行
を
し
ま
し

た
が
、エ
ン
ジ
ン
が
途
中
で
止
ま
り
、

走
行
不
能
に
な
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
ま
し
た
。エ
ン
ジ
ン
の
燃
料
系

統
に
不
具
合
が
あ
る
こ
と
を
突
き

止
め
、分
解
し
て
整
備
し
、再
び
走

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
番
当
日
、車
両
を
テ
ス
ト
コ
ー
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エ
コ
ラ
ン
へ
の
取
り
組

エ
コ
ラ
ン
へ
の
取
り
組
みみ

農
業
機
械
科
３
年

　

農
業
機
械
科
３
年　

倉

澤

裕

矢

倉　

澤　

裕　

矢

ス
で
走
ら
せ
た
と
こ
ろ
、前
日
の
不

具
合
が
解
決
し
た
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。本
番
前
、チ
ー
ム
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で「
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て

走
行
し
て
は
ど
う
か
」と
い
う
提
案

が
出
ま
し
た
。私
は
こ
の
提
案
に
凄

く
悩
み
ま
し
た
。私
た
ち
の
車
両
は

前
日
満
足
に
走
行
で
き
て
い
な
い

た
め
本
番
で
何
が
起
こ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
状
態
で
し
た
。し
か
し
、

エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て
慣
性
で
走
行

す
れ
ば
燃
費
は
上
が
る
と
考
え
ま

し
た
。私
た
ち
は
更
な
る
燃
費
向
上

を
目
指
し
、エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て
走

行
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。本

番
は
私
た
ち
が
心
配
し
て
い
た
ト

ラ
ブ
ル
も
起
こ
ら
ず
、快
調
な
走
り

を
見
せ
、下
農
歴
代
記
録
の
更
新
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。後
輩
に

は
更
な
る
記
録
の
更
新
を
狙
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

わ
る
ブ
ザ
ー
が
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。

次
の
日
の
式
典
で
配
ら
れ
た
速
報

に
自
分
の
名
前
が
載
っ
て
い
た
時

の
安
心
感
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま

　

私
は
、福
島
県
で
行
わ
れ
た
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
南
東
北
大
会
農
業
鑑

定
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。全
国
大

会
に
は
校
内
で
行
わ
れ
る
農
業
鑑

定
の
点
数
を
学
科
の
中
で
一
番
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、食
品
化
学
科

で
は
一
人
し
か
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

今
年
度
か
ら
農
鑑
は
一
回
の
み
と

な
り
、二
年
間
の
授
業
で
学
ん
で
き

た
こ
と
の
復
習
と
し
て
勉
強
を
し

ま
し
た
。そ
の
結
果
、校
内
で
全
国

大
会
出
場
者
と
し
て
選
ば
れ
ま
し

た
。先
生
か
ら
範
囲
が
渡
さ
れ
見
て

み
る
と
、校
内
で
行
わ
れ
る
農
鑑
は

範
囲
が
百
個
で
出
題
数
が
五
十
問

な
の
に
比
べ
、範
囲
は
六
百
五
十
個
、

出
題
数
は
四
十
問
と
い
う
数
に
驚

き
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ト
作
り
は
夏
休
み
か
ら
の
ん

び
り
と
進
め
て
い
ま
し
た
。残
り
二

か
月
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
カ
レ
ン

ダ
ー
を
見
る
と
焦
り
で
い
っ
ぱ
い
に

な
る
反
面
、ノ
ー
ト
を
開
き
た
く
な

い
気
持
ち
が
大
き
く
な
っ
て
い
く

日
々
で
毎
日
が
勉
強
か
ら
逃
げ
た
い
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失失失失失失
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失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失

農
業
鑑
定
に
出
場
し
て
み

農
業
鑑
定
に
出
場
し
て
み
てて

食
品
化
学
科
３
年

　

食
品
化
学
科
３
年　

木

下

由

稀

木　

下　

由　

稀

自
分
と
の
戦
い
で
し
た
。本
番
の
二

週
間
前
く
ら
い
か
ら
不
安
に
襲
わ
れ

ま
し
た
。そ
の
中
で
唯
一
心
の
支
え

に
な
っ
た
の
が
先
生
で
し
た
。分
か

ら
な
い
も
の
は
理
解
す
る
ま
で
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
り
、遅
く
ま
で
居

残
っ
て
い
る
と
差
し
入
れ
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
り
、い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
い
た
私
に
心
の
ゆ
と
り
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
番
前
日
の
宿
泊
先
は
他
校
の

人
と
合
同
の
大
部
屋
で
、前
日
と
い

う
こ
と
も
あ
り
空
気
が
重
か
っ
た

で
す
。夜
は
不
安
で
眠
れ
ず
午
前
二

時
ま
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。当
日

の
朝
は
五
時
半
に
起
き
、会
場
に
着

く
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
勉
強
し
ま
し
た
。

会
場
は
農
鑑
に
出
場
す
る
高
校
生

で
い
っ
ぱ
い
で
、控
室
は
逃
げ
出
し

た
く
な
る
よ
う
な
空
気
で
農
鑑
が

行
わ
れ
る
体
育
館
ま
で
案
内
さ
れ

て
い
る
と
き
は
緊
張
で
手
の
震
え

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。緊
張
し

す
ぎ
て
本
番
の
こ
と
は
記
憶
に
な

く
、気
が
付
い
た
ら
四
十
問
目
の
終

　

「
信
州
黄
金
シ
ャ
モ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」が
始
ま
っ
て
か
ら
三
年
が
た
ち

ま
し
た
。私
達
ア
グ
リ
研
究
班
畜
産

部
は
、南
信
州
の
緑
豊
か
な
農
村
風

景
を
守
り
続
け
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
信
州
黄
金
シ
ャ
モ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。一
年

目
で
は
実
際
に
学
校
で
の
飼
育
を
通

し
て
信
州
黄
金
シ
ャ
モ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
た
り
、地
域
へ
の
知
名
度

調
査
を
行
っ
て
も
っ
と
普
及
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
課
題
に
ぶ
つ
か
り

ま
し
た
。二
年
目
か
ら
は
、た
く
さ
ん

の
企
業
や
地
域
の
方
々
の
心
強
い
ご

協
力
の
も
と
、私
達
が
考
案
し
た

シ
ャ
モ
の
レ
シ
ピ
を
レ
ス
ト
ラ
ン
で

メ
ニ
ュ
ー
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
展
で
、来

て
い
た
だ
い
た
人
の
笑
顔
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
イ
ベ
ン
ト

で
私
達
の
取
り
組
み
を
知
っ
た
人
が

さ
ら
に
声
を
か
け
て
下
さ
り
、新
聞

や
雑
誌
へ
の
取
材
や「
信
州
黄
金

失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
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失失失失失失
失失失失失失

北
信
越
大
会
へ
出
場
し

北
信
越
大
会
へ
出
場
し
てて

食
品
化
学
科
３
年

　

食
品
化
学
科
３
年　

大

宮

ほ
の
か

大　

宮　

ほ
の
か

シ
ャ
モ
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た

い
。」と
本
校
へ
見
学
に
来
て
下
さ
る

人
も
い
ま
し
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

引
き
継
い
だ
当
時
、高
校
生
の
私
達

に
で
き
る
事
は
限
界
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
不
安
も
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
で
地
域
の
方
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
き
、と
て
も
大
き
な
活
動

と
し
て
発
展
し
て
い
く
事
が
で
き
ま

し
た
。班
員
の
み
ん
な
や
顧
問
の
先

生
、そ
し
て
地
域
の
方
々
の
大
き
な

支
え
に
よ
っ
て
実
現
で
き
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始

め
て
下
さ
っ
た
先
輩
方
か
ら
の
気
持

ち
に
私
達
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
、三

年
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
へ
臨

み
ま
し
た
。北
信
越
大
会
に
出
場
し
、

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

二
年
連
続
で
の
全
国
大
会
へ
の
出
場

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ま
だ
ま
だ
多
く

の
課
題
を
の
り
こ
え
、南
信
州
の
農

家
を
救
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。行
動
を
起
こ
す
こ

と
の
大
切
さ
や
、高
校
生
だ
か
ら
こ

そ
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

す
。今
考
え
る
と
出
場
で
き
て
良

か
っ
た
し
、辛
い
時
に
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
に
は
感
謝
し
き
れ
な

い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

い
う
こ
と
を
私
は
感
じ
た
の
で
、今

年
も
様
々
な
成
長
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

物
利
用
以
外
は
す
べ
て
選
択
授
業
な

ど
で
学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
科
目
だ
っ

た
の
は
幸
運
で
し
た
。フ
ァ
イ
ル
の

中
身
は
主
に
共
通
・
野
菜
・
果
樹
・
草

花
の
範
囲
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
の

で
そ
の
四
つ
は
ほ
ぼ
完
璧
で
し
た
。

自
力
で
作
っ
た
科
目
は
情
報
が
足
り

ず
あ
ま
り
良
い
出
来
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
ノ
ー
ト
の
情
報
の
偏
り
が

仇
と
な
り
ま
し
た
。最
近
は
出
題
傾

向
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
農
業
鑑

定
競
技
で
す
が
、す
べ
て
の
科
目
が

ほ
ぼ
偏
り
な
く
出
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。前
ま
で
は
野
菜
・
果
樹
・
草

花
の
範
囲
が
多
か
っ
た
の
で
完
全

に
不
意
打
ち
を
く
ら
い
ま
し
た
が

何
と
か
優
秀
賞
を
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
周
り
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平成３０年度卒業生進路状況 （３月３１日現在）　

食品
化学

園　芸
クリエイト

農業
機械

アグリ
サービス

合計卒業者数

男子　６４人

女子　９２人

合計  １５６人

３９４１３７３９１５６計
比率人数 １０１３３７４６４男

２９２８０３５９２女
３３２０１２７男

３４.６%５４管 内
就職者

男子　３２人
女子　３４人
小計　６６人

比率　４２.３%

１０５０１２２７女
００２０２男

１.９%３県 内
０００１１女
０１２０３男

４.５%７県 外
３１００４女
０００００男

０.６%１公務員
０１００１女
０００００男

０.６%１自 営
０００１１女
１１１０３男

１０.３%１６
四年制
大 学

進学者

男子　３２人
女子　５８人
小計　９０人

比率　５７.７%

６５０２１３女
１１２１５男

１１.５%１８短期大学
１４０８１３女
０３００３男

３.８%６県農大等
０２０１３女
５４１０２２１男

３２.１%５０専 門
９１００１０２９女
０００００男

０.０%０未定 　０人
０００００女

　

こ
こ
数
年
、
飯
田
下
伊
那
管
内
の

新
規
高
卒
者
の
求
人
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
本
校
へ
の
県
内
外
か
ら
の

求
人
も
増
加
し
ま
し
た
。
業
種
別
に

見
る
と
、
製
造
業
が
中
心
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
人
手
不
足
が
続
く
建
築

土
木
系
・
サ
ー
ビ
ス
系
な
ど
も
多
く
、

必
ず
し
も
生
徒
が
希
望
す
る
職
種
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
売
り
手
市
場

と
い
う
こ
と
で
、
逆
に
人
気
企
業
に

希
望
が
集
中
す
る
こ
と
も
あ
り
、
手

放
し
に
喜
べ
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度

の
就
職
状
況
に
つ
い
て
は
、
管
内
で

は
一
次
試
験
で
全
員
が
内
定
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
自

身
の
努
力
だ
け
で
な
く
、
地
元
で
の

同
窓
生
の
皆
様
の
活
躍
の
お
か
げ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
外
希
望
者
が
例
年
以
上

に
多
か
っ
た
の
が
特
徴
で
す
が
、
中

に
は
不
採
用
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
、「
下
農
ブ
ラ
ン
ド
」
の
通
用
し

な
い
地
域
で
は
慎
重
に
企
業
・
職
種

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
進
学
に
つ
い
て
で
す
が
、
そ

の
多
く
が
推
薦
入
試
ま
た
は
Ａ
Ｏ
入

試
を
利
用
し
、
実
に
様
々
な
分
野
に

進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
度
は
四
年
制
大
学
進

学
者
（
十
六
名
）
が
増
加
し
、
中
で

も
国
公
立
大
農
学
部
に
四
名
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
短
大
・
専

修
学
校
に
つ
き
ま
し
て
も
、
栄
養
・

幼
児
教
育
・
調
理
・
製
菓
・
自
動

車
・
農
業
と
い
っ
た
、
学
科
関
連
分

野
へ
の
進
学
が
増
加
し
、
農
業
高
校

の
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
の

は
大
き
な
成
果
で
し
た
。

　

ま
た
、
看
護
・
医
療
系
へ
の
進
学

も
増
加
し
ま
し
た
が
、
大
学
進
学
者

を
含
め
、
入
試
対
策
だ
け
で
な
く
、

入
学
後
も
必
要
な
学
力
向
上
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

進学　四年制大学(１６名)
信州（農）、宇都宮（農）、香川
（農）、静岡（農）、愛知学泉（家
政２）、愛知みずほ（人間科学）、
朝日（法）、金沢学院（人間健
康）、岐阜女子（家政）、中部
（応用生物）、東海学園（健康
栄養）、名古屋文理（情報メ
ディア）、新潟食料農業（食料
産業）、南九州（健康栄養）、酪
農学園（農食環境）
短期大学(１８名)
飯田女子（幼児教育４／家政３
／看護１）、信州豊南（言語コ
ミュニケーション）、松本（幼
児保育１／看護１）、愛知学泉
（幼児教育）、中日本自動車
（自動車工学２）、名古屋経営
（未来キャリア）、名古屋文理
（食物栄養２）、平成医療（リハ
ビリテーション）
大学校（６名）

長野県農業大学校（総合農１
／果樹実科２／畜産実科２／
野菜花卉実科１）
専修学校(５０名)
料理・製菓１４（９・５）、自動車整
備８、看護・医療系４、音楽関連
４、動物関連４、芸能関係４、医
療事務・公務員２、フラワー２、
ブライダル１、保育１、服飾１、デ
ザイン１、美容１、情報１、ゲーム
１、スポーツ１
就職
公務員
泰阜村役場
民間【管内】
KOA七久里の杜４、夏目光学
３，化成工業２、コバックス２、小
林製袋産業２、多摩川マイクロ
テップ２、盟和産業２、飯田精
機、飯田パルスモ、NSKマイク
ロプレシジョン、コシブ精密
長野工場、コーエー精機、三洋

工具、シチズン時計マニュファ
クチャリング２、JMC、スタン
レー伊那製作所、NEXAS、南
信州菓子工房２、旭松食品、信
濃雪、天恵製菓、はと錦、丸三
玉木屋、井坪工務店、雄長組、
コーシン工業、北陽建設、宮澤
組、みなみ信州農業協同組合
２、トマツ本店、阿南自動車、
オートバックス飯田店、ジョ
イフルテン２、シルクホテル、
たかどやモーモー、ちさと東、
ADVANCE、エヅカ美容室、
輝山会記念病院、日本郵便、
冨士電機
【県内】
三甲２、コガネイ駒ヶ根事業所
【県外】
カクヤス、三宗、高木英治の店
エマ、ホープヘアー、足立牧
場、エーシーオー、AZUL by 
moussy

　

一
方
、
年
末
に
は
新
た
な
大
学
入

試
制
度
に
つ
い
て
相
次
ぐ
実
施
見
送

り
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
先
行
き
不

透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
就
職
に

つ
い
て
も
、
米
中
貿
易
戦
争
の
影
響

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
景
気
の
動
向

が
気
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

時
こ
そ
、
農
業
高
校
に
お
け
る
「
命

の
教
育
」
を
通
し
て
豊
か
な
人
間
性

を
育
み
、
地
に
足
を
付
け
て
様
々
な

経
験
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
や

社
会
に
貢
献
し
、
新
た
な
時
代
で
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
力
を
注
ぎ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

稲
丘
時
報
第
八
十
四
号
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。多
く
の
皆
様
か
ら
原
稿

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。改
め
て
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。一
年
間
の
活
動
を
ま

と
め
る
関
係
で
こ
の
時
期
と
な
り
ま

す
。配
布
に
関
し
て
も
、関
係
の
皆
様

に
は
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。百
周
年

記
念
事
業
が
今
年
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

事
務
局
で
も
、実
感
が
な
い
ま
ま
準
備

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、農
場
棟
横
で

農
業
学
習
施
設
の
建
設
が
始
ま
り
い

よ
い
よ
記
念
事
業
を
迎
え
る
と
い
う

実
感
が
湧
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。祝
賀

会
及
び
記
念
誌
に
つ
い
て
は
、よ
り
多

く
の
方
に
ご
出
席
及
び
ご
購
入
を
お

願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。次
号
で

は
、百
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

 

（
稲
丘
時
報
広
報
係
）

 
平
成
三
十
年
度
（
平
成
三
十
一
年
三
月
卒
業
）

卒
業
生
の
進
路
状
況 

進
路
指
導
部
長　

中　

島　

か
お
る

進路状況


